
中高生用

警察からのおしらせ

茨城県警察本部
人身安全少年課

夏休みは自由時間が増え、イベントも盛りだくさん。
楽しい反面、様々なトラブルに巻き込まれる危険があります。

～楽しい夏休みを過ごすために～

いわゆる「闇バイト」は犯罪です！

SNSで「ホワイトな高額案件」との投稿を見つけたので、
コメントしてみたら「ＤＭください」と反応があった。

友達に「お金がない」と話していたら、地元の先輩から

「金になるバイトやらない？」と誘われた。

～「闇バイト」応募へのきっかけ～

自らＸ（旧Twitter）等のＳＮＳで「高額報酬」等を検索して応募、又は知人や先輩からの
勧誘などがあります。

～犯罪行為に加担するまでの流れ～

① 犯行グループからの指示で匿名性の高い
メッセージアプリに誘導されて、やり取り開始

③ 犯罪行為へ加担するよう指示を受け、断ろう

とすると個人情報をもとに脅迫を受ける

② 個人情報を送るよう求められ、学生証や運転

免許証などの個人情報を送信する

④ 断ることも誰かに相談することもできず犯行

行為に加担する

【メッセージアプリ】
・ Signal（シグナル）
・ Telegram（テレグラム）
をインストールしてください

強盗をやれ！！
断ったら家族がどうなるか
分かるよな？

本人確認のために、
運転免許証の写真を
送って下さい

逮捕されるまで利用され、逮捕されれば使い捨てにされます！！

「怪しい」「まずい」と思ったら、
周りの信頼できる大人や警察に相談してください。
犯行グループに脅されていても、

警察は必ずあなたと周りの方を守ります！！
すでに加担してしまった場合でも、より重大な犯罪に
手を染める前に、勇気をもって相談してください。



R8.6作成

少年相談コーナー
（少年サポートセンターについて）

少年相談コーナーについて

◆ 相談時間 ：午前９時00分～午後５時00分
（祝日・年末を除く月曜日～金曜日）

◆ 電話 ：029-231-0900
◆ メール ：keishonen@pref.ibaraki.lg.jp

※ 保護者や教職員の方からの相談もお待ちしております。

悩んだり、困ったときは
相談してください！

ＳＮＳやインターネットの危険性について

SNSをきっかけとして、犯罪被害に巻き込まれる事件が多く発生しています。
SNSやオンラインゲームは楽しくて便利なツールですが、危険もひそんでいることを理解
しましょう。

SNS被害から自分を守る３つの約束

ネットやオンラインゲーム上で出会った人と直接会うことで、誘拐やわいせつ被害などの犯罪被害に
巻き込まれるおそれがあります。

個人情報が拡散されたり、身元が特定されて誘拐などの犯罪被害にあったり、デマや悪口を広めら
れるなどのトラブルに巻き込まれる危険があります。

裸や下着姿など、他人に見られて恥ずかしい写真は、撮らない！送らない！要求しない！

１ SNSで知り合った人と直接 会わない！

２ 住所や名前など個人情報を 載せない！

３ 自分や友達の写真を 送らない！

オーバードーズ(ＯＤ)は危険！

一人で悩みを抱え込まずに

相談してください。

一緒に対応を考えよう。

薬物の誘いに負けない！

市販薬や処方薬を大量に服用する行為です。
ＯＤをすると肝臓が傷つきます。
「つらい気持ちを紛らわせるため」などの理由
でも、命に関わる危険があります。

薬物の誘いに負けない３つの行動

１ きっぱり 「断る」
２ その場から 「離れる」
３ 警察などに 「相談する」

大麻は違法薬物です！

インターネット等の誤った情報にだまされず、
きちんと断る勇気を持ってください。

大麻には、依存性があり、自分の意志で
止めることが困難です。

オンラインカジノは違法です！

オンラインカジノは24時間いつでもスマートフォンを通じて触れられることから
依存症の問題が深刻化しています。

海外で運営されていても日本から利用すれば犯罪です！

「罪にならない」という情報はすべて誤り！

「利用」「広める」「誘う」はすべて犯罪！

🎲


